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③ 出題科目

④ 出題の意図

編入学・転入学（Ⅰ期）

小論文

医療統計を活用した保健医療政策への理解と応用力を論理的思考
力および文章表現力を通じて以下の3点を評価する。
医療統計を正確に読み取り分析する力を確認する。
科学的根拠を適切に用いて自分の考えを表現する力を確認する。
さらに小論文としての文章構成力と文章表現力を確認する。

① 保健福祉学部（看護学科）　2026年



2026 年度 I 期   保健福祉学部看護学科 編入学試験問題   2025 年 7 月 20 日実施 

 

【問題】下図は、「図 1：高齢化の推移と将来推計」、「図２：平均寿命と健康寿命の推移」を示しています。   

図を概観し、問 1 および問 2 の設問に答えなさい。 

 

	

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 7 年版高齢社会白書 https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2025/zenbun/pdf/1s1s_01.pdf                  
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2025/zenbun/pdf/1s2s_02.pdf 

 

 

問１．２つの図から読み取れることを３つ挙げ、内容ごとに分けて説明しなさい。 

 

 

問２．問１で答えたことを元に、今後予測される健康課題とその対策について８００字以内で説明しなさい。 
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我が国の65歳以上人口は、昭和25年には総
人口の５％に満たなかったが、昭和45年に７％
を超え、さらに、平成６年には14％を超えた。
高齢化率はその後も上昇を続け、令和６年10
月１日現在、29.3％に達している。
また、15～64歳人口は、平成７年に8,716万
人でピークを迎え、その後減少に転じ、令和６
年には7,373万人と、総人口の59.6％となった
（図１－１－２）。

（２） 将来推計人口で見る令和 52（2070）
年の日本

令和５年４月に国立社会保障・人口問題研究
所が公表した「日本の将来推計人口」における
出生中位・死亡中位仮定による推計結果（以下
本節においては全てこの仮定に基づく推計結
果）を概観する。将来推計人口とは、全国の将
来の出生、死亡及び国際人口移動について仮定
を設け、これらに基づいて我が国の将来の人口
規模並びに年齢構成等の人口構造の推移につい
て推計したものである。

図１－１－２　高齢化の推移と将来推計
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資料： 棒グラフと実線の高齢化率については、2020年までは総務省「国勢調査」（2015年及び2020年は不詳補完値による。）、2024年は総務省「人
口推計」（令和６年10月１日現在（確定値））、2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」の出生中位・
死亡中位仮定による推計結果。

（注１） 2015年及び2020年の年齢階級別人口は不詳補完値によるため、年齢不詳は存在しない。2024年の年齢階級別人口は、総務省統計局「令和
２年国勢調査」（不詳補完値）の人口に基づいて算出されていることから、年齢不詳は存在しない。2025年以降の年齢階級別人口は、総
務省統計局「令和２年国勢調査　参考表：不詳補完結果」による年齢不詳をあん分した人口に基づいて算出されていることから、年齢不
詳は存在しない。なお、1950年～ 2010年の高齢化率の算出には分母から年齢不詳を除いている。ただし、1950年及び1955年において割合
を算出する際には、（注２）における沖縄県の一部の人口を不詳には含めないものとする。

（注２） 沖縄県の昭和25年70歳以上の外国人136人（男55人、女81人）及び昭和30年70歳以上23,328人（男8,090人、女15,238人）は65歳以上の人口
から除き、不詳に含めている。

（注３） 将来人口推計とは、基準時点までに得られた人口学的データに基づき、それまでの傾向、趨勢を将来に向けて投影するものである。基準
時点以降の構造的な変化等により、推計以降に得られる実績や新たな将来推計との間には乖離が生じうるものであり、将来推計人口はこ
のような実績等を踏まえて定期的に見直すこととしている。

（注４） 平成12年までは、85歳以上はまとめて「85歳以上」の区分としている。
（注５） 四捨五入のため合計は必ずしも一致しない。
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の出生中位・死亡中位仮定による推計結果。

（注１） 2015年及び2020年の年齢階級別人口は不詳補完値によるため、年齢不詳は存在しない。2024年の年齢階級別人口は、総務省統計局「令
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資料： 平均寿命：平成13・16・19・25・28年・令和元・４年は、厚生労働省「簡易生命表」、平成22年は厚生労働省「完全生命表」 
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図 1 高齢化の推移と将来推計 

図２ 平均寿命と健康寿命の推移 


